
クラウド型
CRM顧客管理⾃動化

次世代営業⽀援システム
スマホ対応版
株式会社コスモクリエイト

IT化からDXへ



概要

企業がビジネス環境の激しい変化に対応し、中
⼩サービス事業者等の⽣産性⾰命を達成するに
は、抜本的な業務・ビジネスモデルの変⾰が必
要である。



DXの推進



ITツールの導⼊が加速



ITツールの課題

DXの推進にあたっては、ITツールの間で顧客

情報の連携ができていないことから、サービス

現場の業務プロセスに一気通貫で対応できな

いというITツールにおける課題がありました



ITツールを連携させる機能改善・再構築

現場の課題を解決するために、既存の複数の

ITツールを連携させるといったITツールの機能

改善を行う必要があります



CRMをベースとしたツールの機能改善



その先の汎用化

他事業者への普及を見据えてITツールの再

構築を行い、ITツールを汎用化し、同様の課
題を抱える飲⾷店・中⼩企業へ普及・展開
していくことを⽬的としています。



⾃社に合ったシステムの構築が可能



ツールの追加連携も可能



顧客サービス・ビジネスモデルの変⾰



顧客サービス・複数お届け先「外商モデル」①



顧客サービス・複数お届け先「外商モデル」②



顧客サービス・複数お届け先「外商モデル」③



2025年の壁・変化する消費者ニーズに対応
 1.レガシーシステムによる「2025年の崖」を回避できる

クラウドサーバーのスペック
アプリケーションサーバー Windows Server 2019
データベースサーバー Windows SQLサーバー 2019
⼀⻫メールサーバー Windows Server 2019上で稼働

 2.変化する消費者ニーズに対応できる
⼀元化された顧客データ、売上データの分析にもとづく、的確で迅速なマーケティング
施策の実⾏等はその代表例です。
分析にもとづいて⽣産を調整したり、商品開発にフィードバックしたりすることも可能
になります。消費者の⽣活に密着した、きめ細かくニーズに寄り添うビジネス展開が⾏
われるようになります。

 3.BCPにつながる
BCP（事業継続計画）の観点から、DXの有⽤性を捉えることもできます。とりわけ、新
型コロナウイルス感染症の拡⼤は、インターネットとデジタル技術を活⽤することが事
業継続のカギとなることを、強く印象づけました。
例えば、通販⼯場など拠点を新たに作り、作業の効率化、売上の柱として育てる等



CRM 次世代営業⽀援システム 顧客データの活⽤
クラウドサーバーで⼀元化された
データを基に、CRM顧客管理シス
テムでマーケティング分析を⾏う。

マーケティング分先から、新たな
ニーズの商品開発や販促戦略の⽴
案を⾏う
HTMLメール配信で販促を⾏う

これからは、顧客データの⼀元化
で細かい情報提供など、お客様と
の結びつきがより強くなる

CRMシステムをシームレスに利⽤
することで、新たな戦⼒的な営業
が可能となる



要件定義のイメージ

 DXの推進における顧客データの⼀元化の必要性（上記）
 外商システムとは（上記）
 ツール連携の使⽤イメージ 各ツールの顧客データの連携
 各ツールの顧客データへ情報の発信イメージ
 AIメールシステムとの連携
 来店予約システムとの連携
 ⾃社HPとの連携
 各種分析イメージ



CRM 次世代営業⽀援システム 使⽤イメージ

お客様サーバーと、データのやりとり



CRM 次世代営業⽀援システム
マーケティングメール戦略イメージ



CRM 次世代営業⽀援システム
AIメールシステムとシステム連携



CRM 次世代営業⽀援システム
AIメールシステムとの⾃動連携①

 ⾃動的に、ご登録ありがと
うHTMLメールの送信

⼊会御礼クーポンの送付

 来店予約のボタン

 テイクアウトなどがあれば、
リンクボタンを配置

メールから、シームレスに来店予約
来店促進の仕組み



CRM 次世代営業⽀援システム
AIメールシステムとの⾃動連携②

 AIメールシステムが、会員登録
⽇時をチェック

↓
サービス期間内にあるクーポン
を⾃動発⾏して送信

 サービスクーポンがある場合は、
⾃動的にサービスクーポンの送
付

サービス期間内の場合は、その
クーポンを⾃動で送信します



CRM 次世代営業⽀援システム
AIメールシステム来店予約システムとの連携

 ⼀⻫メールから、予約システ
ムとの連携で、簡単に予約が
⾏えます。

 お客様には、予約確認メール
を⾃動送信

 店舗側には、予約メール
オプションで、予約FAX送信
を⾃動送信

メールから、シームレスに来店予約
来店促進の仕組み



CRM 顧客（会員）管理を簡単に導⼊

 いかに簡単に導⼊できるか、が鍵（キー）です
難しい、⼿間がかかる等では、継続することが難しくなります
顧客情報は、聞きたいことは⼭ほどありますが、⼊⼒するほうも⼤変な作業と
なります。
まず、基本情報だけを設定して、簡単に⼊⼒できることを基本と考えます
⼊⼒は、お客様が・・・簡単な⼊⼒を提供

基本情報があれば、追加でアンケートなどで情報の取得も可能です
 分析はシステムが⾏います
分析を⾒るだけです
⾯倒なことはシステムに任せて・・・考える時間が⼤事です



CRM 次世代営業⽀援システム
顧客管理情報⼊⼒画⾯①

 お客様に「会員登録」をお願いします
画像・⽂字のカスタマイズが可能です
御社のHPに、「会員登録」はこちら の
バナーを貼るだけです



CRM 次世代営業⽀援システム
顧客管理情報⼊⼒画⾯②

顧客情報を⼊⼒していただきます

POINT
少ない項⽬で、⼊⼒の負担を軽減する

必要な情報は、
⽒名、住所、メールアドレス、TEL、
⽣年⽉⽇
です



CRM 次世代営業⽀援システム
通販・テイクアウト確認画⾯

確認画⾯で、会員区分が⾮会員の場合
のみ、「どすこい会員」登録のチェッ
クボックスを表⽰する

チェックが⼊っている場合のみ、⾃動
的に「どすこい会員」に登録される

※このチェックボックスをどこで出す
か
最終の購⼊確定画⾯で説明を⼊れて出
すか︖



CRM 次世代営業⽀援システム
顧客（会員）管理システム概要

 店舗などのHPに合わせることが可能です
使⽤する画像は、その店舗などにあった画像を使⽤して、オリジナリティをだ
しています。
御社のHPに合わせた感じで構築が可能です。

 顧客（会員）状況の分析機能
誕⽣⽉×年代別のクロス集計
市区別×年代別のクロス集計
市区町村×年代別のクロス集計
クーポン利⽤状況（１クーポン）×年代別クロス集計
（送付数、開封率、開封顧客率、クーポン利⽤率）

 ⾃社の顧客（会員）を知ることで、次の戦略を考えることができる
例えば、シニア層（５０代以上）が多い場合は、その層に合わせたメニュー
ターゲット層（４０代）に合わせた居住エリアに対するポスティング
ターゲット別の戦略を考えることが可能



CRM 次世代営業⽀援システム
顧客管理システム 分析画⾯①

都道府県/市区別

⾃動的に集計されます

顧客の概要をつかむこ
とが可能です



CRM 次世代営業⽀援システム
顧客管理システム 分析画⾯②

市区/町村別

⾃動的に集計されます

顧客の概要をつかむこ
とが可能です



CRM 次世代営業⽀援システム
顧客管理システム 分析画⾯③
クーポン別のメール閲覧/クーポン利⽤状況

⼀⻫メール発送数 / 開封数（率）/顧客開封数（率）/ 年代別利⽤状況
※顧客開封率とは、顧客の開封数で何度も開封しても、カウントは１顧客１



CRM 次世代営業⽀援システム
顧客管理システム 分析画⾯④
誕⽣⽉ 年代別分析
バースデークーポンメールを送り、その⽉の来店者には、プレゼントを渡す
来店促進の仕組み



CRM 次世代営業⽀援システム
顧客管理システム 管理画⾯①
顧客情報の管理画⾯
情報の閲覧、訂正、削除が⾏えます



CRM 次世代営業⽀援システム
顧客管理システム 管理画⾯②
顧客情報の管理画⾯
情報の閲覧、訂正、削除が⾏えます



CRM 次世代営業⽀援システム
顧客管理システム 管理画⾯③

AIメールシステムとの連携で、バースデークーポン⼀⻫メール機能
来⽉のバースデーの顧客に、バースデークーポンを⼀⻫メールします
来店促進の仕組み



CRM 次世代営業⽀援システム
顧客管理システム 管理画⾯④

AIメールシステムとの連携で、⼀⻫メール送信機能
HTMLメールの⼀⻫メール送信機能
クーポンがある場合は、⾃動的にクーポン作成を⾏い⼀⻫メールを⾏います
来店促進の仕組み



CRM 次世代営業⽀援システム
顧客管理システム


